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平成26年度瑞陵会総会 ・交流会
平成26年度総会 ・交流会は20111イI'8川2<1r1 ( 11) l211-J30 

分から約l70.11の参加1:r.・を似て、メルバルクNAGOYAでIJfl

1mされました。今l叶の単制ii.i!;1!•）：＼·の担、竹は241111~1ニでした。

総会はー｜併のがllのl/IJo1iJ会は例年il1iり7J:WJ義彦刷会長
(16¥111)。rm式の静に続き、 'II村,flJa/li会長が挨拶をされまし

た。 高額な工事貨を1~やした！＆＜；トゃなの耐iぷ改修工！J i·i.I{7 J=J 

から始まったこと。 ！~－：：.：.·；：：：：を践してくれた愛知IMへの感謝。

その！~必堂に学習室を作って後恨の支援をすること。 百Jl.i

if＇·のポプラシート ~JI.来のように後·m.への文援を総統し、 か

つ同窓生の京1：を深めるためにも 111'政）.~fl設を安定させたいと

いう内科でした。また、 「j器片付こ波の＼i：ち会う山齢化」なる

川柳を紹介しながら、 「才？いJ.ili1Jtf"t1f lll:;i,r；役への謝．むをぶ
されました。

部2;"illの交流会は21併瑞記：阿のlllJ。IJfJ会のBi・%は一ノ瀬

将之刷会長 (18回）。rhmm之校長の挨拶、脱出他一氏 （16

1国）・安山政実氏（［81111）による間取fliJ段1111のili助制介の後、

！日j本WYHliillll(221可）の舵杯の党戸て”交流会が始まりまし

た。あちらこちらで講出会のl人！？半 「人を千fてることの」大

切さ、難しきもz話題になっておりました。アトラクション

としてZけ｜｜一成 （221111）・小崎将（331111)I山j氏による手II太
肢が披店長され、恒例のお裂しみ抽選会の後、佼対j；をf'fl'/lし、

1'r木fili::!'l日IJ会長 (171日｜）の閉会扶般でおIJflきになりました。

役員の特級をはじめ中l~ll .足ll’はにかかわった作機、イIり

鋭うございました。

記念講演 説hit括行はp.3tこ制松
iiif品ii f人をffてるj
講師 1：りがI 械？？ （河川21111)

大l•iJ メタル J'米：株式会社会長

〈主な続縦〉

19651f 3) J 由比；：＆A九人学法学部ilJI町学科 卒業
1965・'.f 4 J J jにl•iJ メタル i:~株式会社入社

1995.11: 6 H 代表取締役社長

2005年6JJ 代表取締役社長 ,litIii~·~経常背任者

2007年6JJ f~点取締役会長..！ft i1~ 1·,':j経科w任者
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I 平成27年度瑞陵会 総会・記念講演・交流会のお知らせ ！ 
！ ~ 抑制月幻自（日） 12:00～（受付11: 30) 
i ~函 lメルバルク名古屋｜
~ 名古属市京区別 －16-16(J R千槌駅徒歩5分、地下鉄千種駅1祢山nすぐ前）
ミ 屯話 052-937 -3665 I 

± ~ 5,000円 当日会助でお支払いください やド成羽年3月卒の創回生以降の卒業生無料） ： 
~ cm i2: oo瑞｜袋会総会 （2階平安のIll])
i 記念排出 (2附平安の1111)

； 講師 三宅設三 名古J.i大学：名誉教授愛知医科大学理事長 （I出版121ITI)
i 出題 n品jがあるから光があるJ
i 13 : 30 交流会 (21務瑞雲凶のlllJ ビュッフェ式）
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瑞 陵 ム一品 報

会長挨拶

瑞陵会会長中村－平un:m 
（瑞17恒I)

元愛・地球博（愛知万榔）事務総長

現日本商工会議所専務理事

創立110周年記念事業の一部として保存を挺製してきま

した感忍立のim1·震補強工事が完了しました。 多古Jiのir,i~nを

投入して完成したものであり、~.~当局のt~ll配雌に心から感

謝E~l し上げたいと思います。

同窓会としては、創立110周年記念事業としてこの感喜

堂に間仕切りを施し、学習室を設'ILJ＇.するとともに、快適な

学習環境を蛙備するため、空訓設備Hを設i丘することとし、
加えてllO周年記念式典、同窓会コーナーの設i宣告守；の.'ffj.柴
を行うべく、 一般財団法人瑞限前j校瑞陵会基金において募

金活動を続けてまいりました。お陰椋で27:ff6月末現在で

約1100人の同窓生から2300万円の御寄付を頂きました。目

際組の3400万円には未だ遥していませんが、夏休み中に工

着任のご挨拶

校長新調1

瑞｜凌会の皆様には、ますますご健勝でご活雌のこととお

宮び申し上げます。日頃から母校の教育活動に特段のご支

援ご協力を賜り、心から感謝しております。

この度、先代の古沢~ff~之校長先生の後を受け、第20代校

長に着任いたしました新井です。愛知県立第五中学校の伝

統を受け継いだ長い肢史のある本校での勤務を心から喜ぶ

とともに、日々感じる重立に身の引き締まる思いをしてお

ります。もとより浅学非才でありますが、教l脱貝や保説者

の皆様と心を一つにして、全力を尽くし、本校の発展のた

めに努力する所存です。

お陰様で、学校での教育活動につきましては、部ち若い

た環境の•＝rで、生徒連が学習に、そして部活動に励んでお

ります。これまでの本校の歴史と伝統を継承しつつ、 l隊員

事を終える必嬰があることから既に工事を発注致しました。

来たる 9 月 14日には、りj~の耐旋補強工事と合わせて完成式

を行う予定です。御協力を頂きました各位に惇く御礼cpし
上げますとともに、引続き同窓生各位へのお戸掛けなど術l

支援をj協りますようお願い申し上げます。

この完成により在校生の学習環境が改諮することはもと

より、定時制の皆さんにも快適に給食を召し」てがってWIけ
ることになります。また、同窓生も感苔立の4史mができな
いか、勿論在校生の佼rf:Jに文｜僚がない場合にl以りますが、

検討したいと思います。例えば、問窓生による講演会等を

IJr.Jfmし、交流を11げ、料tを深める前動の坊に活用できない

かと以っています。こうしたことによって同窓会活動が活

発化し緋が深まり、同窓会活動に参加することがより楽し

くなるようにしたいと考えています。

最近母校やOBの前脱がマスコミ等で取りよげられるこ

とが多くなっているように思います。在校生や入学希望者

にも大いに即Jみになるとともに、我々同窓生にとって大い

なる諮りであり、忍ばしいことです。会只各位の－Jf1の御
活眼をお祈りしますとともに、同窓会活動へのより－K1の
御支援、御協力、御参加を期待しています。

lι 

と力を合わせ、長II.徳 ・体の訓手11のとれた心身ともに他），jt

な人lllJの育成に努めてまいります。伝統を継承するとは、

これまで辿綿と続いてきたものに、新たな侃li1fl・（を付け力IIえ、

新しい生命力をl吹き込むことでもあると考えています。そ

のためには校風や伝統を、自らを高めるものとして生かす

とともに、さらに熔きをかけてあとに統く後部たちへ引き

縦ぐことが必要です。

とはいいましでも、特別なことをするのではなく、自rl.1・ 

自主・ g1¥ltの校風の下、切能琢磨して学習や部活動、学校
行事などに充実した釘：日を過ごすことこそが大切で、あると

思っています。そして、 一人一人が可能性を大きく広げ、

成長し；社会に巣立っていくことが、結果として校風や伝統

の継承につながると信じています。その立l床でも、生徒が

充実した高校生活を送り、~~~かな人間性や高い能力を身に

つけ、各方而のリーダーとして活蹴できるようになるため

に、学校として立任を持って教育活動にあたりたいと考え

ています。 今後とも、本校の充実・発展のために、 l脱只一

同全力で取り組んで参りますので、 1:1:i村・会長様をはじめ、

瑞｜後会の皆椋におかれましでも、母校の後拙たちに対し、

変わらぬ御支援をl協りますようお願いをrpし上げ、術i挨拶
とさせていただきます。

司法書士グリーンフォーラム 佐久間医院
機械要素部晶の総合商社

株式会社光商会

取締役社長音田明弘同制｝：士 林 j勝博 院長佐久間修三

(J／，白19闘） I (J，市13悶） I (J肌9fi11)

干458・0036 名古屋市緑区六回一丁目ε00番地 ｜干456・0052名古届市熱図区＝密一丁目14・8 1干464-0811 名古属市千穂区朝間町2・1

TEし052・624・1885 FAX.052・62 l・1384 I TEL.052・682-6211 FA×.052-671・0135 I TEUFAX.052・781・0430

http://www.hkr-s.co.jロ
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平成26年度瑞陵会記念講演講演要旨

京酋の先人たちの百

がら「人をffてるJということをテ一マとした壮大なスケ一
ルのスペク夕Pレl決幽を花l」ているような！毒党で、時間を忘れ

てしまうほと’のぷ·11,'tらしい誠i~rでした。

人生の総括と更なる飛躍

l剖イー成には 「人生の総抗」、五十議には 「五十毅然J、六
1・1涯には「JM肝に思う」と題してそれぞれの節目の心境を

詩に践し、吏なる飛蹴への挑戦を続けられています。

自体ilifて酬の－／1..l終スライドとなった泌師がお気に入りである

「山本のこころJを制介して緋i~tの要旨とさせていただきま

す。

「人に会うときは 称のように温かい心で

仕事をする！時は 誌のように耐熱的な心で

物耶を考・える II，~＝は 秋のように澄んだ心で

自分を戒めるH午は 冬のように厳しい心でJ

3 

社長に就任した時代はバブル／iii峨後であり、キI）主主は少な

く、 i店く、自信をなくしていた。就任の扶拶で、我が社に

は2つの大きなIH産がある。 lつは “良いお得椋”もう一

つは”良い相：員”である。 そして＇＇＂）~（ 希望｛ 挑！j~＂ を我々

のモッ トーに経常す｜画を主IJ.！の心の111に入るものとしてき
た。 1998年度～2003~1ミ庇－は rBridgcover troubled waterJ 

”明日にかける橋” 》サイモンとガーファンクル》、2004

年度～2009年度は rTopof the worldJ .. I、ップオブザ

ワールド”》カーペンターズ》、製作2012年度～2017年

度までの計画は、 fTogcrhei-To The TopJ －－ともに

トップを 目指そう” テーマソングはPダイアナ ロス

～If we hold on together～》 として、海外の谷地に縦

付くグローパルネットワーク （アジア、小問、 IJ..ji:, IZX州、

米国）を展開している。セルピア ・モンテネグロにおける

国営企業の民営化事業が提案されたが設も下をII＼さない』I＇、

我がキ：1：だけが参加lした。このように；n・111可11M'i；はわかりやす

く、社員に自信を持ってやる気になる企柴｝1tl.1：を築き、会

社の発展のためには情勢を見極めた迅i:diな行動、決断を実
践するなどリーダーとしてのあるべき安を抗虚なスライド

に基づきご紹介していただきました。

「人を育てるJ
判治 誠吾（瑞121亘I)

大同メタル工業株式会社会長 （経阪はp.l)

としての姿勢（経営者）リーダー
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［人を育てるJ

部下から信頼されるリーダーを'ffてるために必＇｝！：：・なこと
を23項目の要素に分'.a'iしi悦泌されました。

l考え方を示す 2ほめる、しかる 3熱怠を抑制lする

4能力を引き出す 5耳を傾ける 〔1:u~ さんのうた〕 6

仕事を任せる 7自分より艇秀な人材を打てる 8本先垂

範する〔山本五十六〕 9「なぜJを説明する 10スピー
ドが勝負 11洞察力 12実行力 13~（力 l州IH!t 15包谷
力 16あくまでも謙成 17好者T心 18決断力 19現場主z淀

〔孫子、孟子の言葉〕〔nn日他VStlt本m1:1i:rm〕 20 "!ilJ /JI~＼~ 

企業であれ” 21“心” の／＼＇1別 22変化・変i't＇•.：させる〔ゲッ

ティ、チャールズ・ダーウインの詰・那〕 23 ·1~1手If ・ l~li争．

．自印IJ'

1拠られたl待問の中で、峨々な分野の~立釘｜を織り交ぜ古今

2 

栗田敬八税理士事務所
弁理士業務

工ール国際特許事務所

敬八回架i長rrr 

名古屋フランスcorp株式会社

~j正取締2 JJ& 音IS 幸
瀬 鮭一自IS

（瑞191!.!l)（地141111)( I'Jilll 1111) 

弁思！土 問

〒454・0911

TEL.052・351・0251 FAX.052・352・8268

名古屋市中川区野田1-193干470・0112

TEし0561-73・4601 FAX.0561-75-4545 

変知県臼江主市E主.fR町西9l面16名古屋市中区丸の内3・22・7干460・0002

http://www.nagoyafrance.co.jp 
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端

感喜堂耐震改修と改装
感事：堂（旧講堂）耐震改修の記録

i出｜波市校！必モf:ili: （旧講堂 ・旧図的ffi)については、会報
(2012～）にその眠史的制Ii仙、耐民改修工事に至る過程など

が掲載されている。J//,)I凌会の陳情等により！盛忍立が保全さ

れたことは、会員祐氏には周知lの迎りであるが、 ~fr!，が2億

円に近い経貨をかけた制民改修工邪は2015年3月に終了し

た。一帯喜んでいるのが、 wびl授かい給食が食べられるよ
うになった定H寺制の生徒祁出と、広くきれいになった給食

室で働く捌羽！只さんであるとIJHく。

I；~陵会は学校と相談し、 一部を全日制生徒の学習室とし

て使えるようにするため、県の工事とは別にスライデイン

グウオールと空制設備をlttii11＇.する工事を発 jj：した。

今回は叫が施したmH・1,2改修工lji.の概裂をif.iH：；・するとともに、
JIMI安会が依HiしたスライディングウオーJレとエアコンの設＇li'.i'.

について、また、その後の佐川方法について説明をする。

1 耐震工事の記録

( l ) I円満訟の概攻
榊 造：鉄筋コンクリー卜造、 一部鉄骨造平屋建

延而杭： 427.'1'1凶

立ll築而杭 ：450.36rrl
技官｜・才；－：愛知県題集部＇i~＼·耕；保

( 2）主主物の特徴
・4〆1古l原市｜人1にある学校の市，yt1:tとしては最古のもの。｜百l時
期］のものとして愛知県立i:lt山高等学校の講堂があり、非

叩・によく似‘た外側をしている。

－大きくとった窓のlllJの縦長の綱｜｜い控を柱と見なし、その

M上部に二本の撒筋を入れ、柱副ITf!iliりとしているところ
に、大JEJUJの税金らしさが見られる。

・ 1,j'.制！:iiiの屋~J~は木造とされてきたが、湖授の結梨、鉄廿造
であることが!j:IJIYJした。欽’！？造の座制は、キングポスト・
トラス形式で、 二つの111形制をリベットで合わせて斜材

を泣り、その｜判をガセットプレートでそれぞれ緊結した

ものであった。（その一部が同窓会館に以示されている）

・内部は、 天井が5.9mと向く、日窓からの保光によりIY］るく
なっている。 梢堂；！ヒ~!IJの中央部には：容がなく、この控が講

堂の.JETiliになっていた。 1~11.~！：館の時代にはこの挫の前に告・

梨がi泣かれていたようである。また、建築当時は、厨民：の
ある南側＂ゆとにも IJj［があったが、現在は窓となっている。

( 3）工鼎概要
！盛誕生：の耐j・1,1~診断結氷は、学校施設に求められる耐震性

能 （時Ji~：.！桁都Jsfill0.7以J－.）に対し、大きく劣っており（Is
1rli0.13）、外股の詳細llitl/,J抗が必裂とされた。
外壁の詳細l訪日抗ではコ ンクリートの強度は基準値を上
ltdったものの、コンクリートのri-1性化の進行仁科：う内部鉄

筋の発針による断而欠引が懸念されたことから、既存躯体

の耐泌補強ではなく、新たにJ）、J1111にね： .~~·j：；の梢遊休を設

画
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けた耐保有ll強方法 を採川し、外聞の維持と耐良性能の確

保を両立した。（補強後のIs{ir（は0.706) 新たな榔i立体とな
る相：の基礎部の杭には、庄内側からの施工を考胤して、施

工ヤードが小さく 、 騒音 ・振動の小さい 「先端羽~JHすき創
製杭」を採川した。 新設する !ti~棋はWE設と同じ得せ椋造り
日本瓦茸き （いぶしまJnとし、慾 .l.JiiのllfJ口古IIは腐食のぞ1¥
度等による補修を行うことに叩めて、従米の外観をそのま

ま維持する言｜恒iとした。 ~1r而の色は当JI~~：の；｜犬況を肋楽して

明るいグレーの一色にした。

( 4）改修工引業者について
設立｜・ ・ 工：）：]Vi~：草｜！者．株式会社岡本建築中務所

工事発注者：愛知県建設部建築｝；，）公共建築課

工事前負者 ： 辿’築工事：株式会社木沖工務111;

f正気工事 ：蹴f低気工業株式会社
告工事 ：宝工業株式会社

工 JUI ：平1£26'.i:7 J-J 19 [I ～平成27il~2 JJ 2011 

2 改装工事

瑞｜波山校は定時iJjljと教訟を共布しているため、教家に

残って学潤することがII＼来なかった。 5，，，：稿＼jjljから定時制

の協力を持て、 II併の教室ではj舌政り学習ができるように
なったが、教室を共右する 21楕の31.J'・~I：：は終ち祈いて学刊

する場所がないままである。

平成26年に入り感目立の保有・と日Hi..'k改修が決定した。定

滝山獣医科病院 近藤産興株式会社

！状｜夫判事二I: j屯 111 lljj 代袋取締役近 藤

(Iお16J11J) I (J/AflOl!!I) 

日
間

NC工作4削減・工具の総合商社

株式会社新栄商会

日ぷ取締~ n寺津迷也
(Jお1141111)

干468-0056名古極市天白区島田2・516

TEL.052・801・1222Gl:lFAX.052・803・1321

http://www .. e-net-shinei.co.jp 

干458-0835 名古屋市緑区間海町上汐回220I干457・0822名古屋市南区浜田町1・10

TEL.052・621・0179FAX.052-621-2020 I TEL.052-611-5561仰 FAX.052-611・5826
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瑞陵会報

時il~Jの学：級減により給食京に少し余絡が生じたこともあり、

1101占Ji1：行事の一環としてスライデイングウオールをおt1D'.
し、北側 l/4を生徒川のq：門主とすることにした。

口コC二Eコニコ
CニIC二工二こにこ1 -'l 
口 c::c::c::J f. 

三3
食堂

。

学
習
室

』－ －--・ 

－·~t 

y；~はエアコンの寄付を受け付けていないので、教室のエ
アコン （PTA）と同級l訂l窓会がリース方式で設i丘すること
となった。このため約lf万円の予知が、13年間の契約を
維持するため400JiI吋ほどオーバーすることになった。し
かし平成27年 6 月現在2.300万川のi{ftl！~＇が集ま っているの

で、この7Jc］に工引の先杭を行った。
あとは、｜叶窓生の協力で口際組3.400万円以上のぷ令を集

めて、リースのJUJlllJを安心して使えるようにするとともに、
小ホールとしても使える機能を利JIJし同窓、~I：.の会合の場と

して航極的にi古川することが出まれる。
ill投下事： （株）杉本組 ・（株）アーキテクト水野
設 計 ：勅使川原設計斗同知fr
空f~＼J了. ~］ 1：：松本テクニコ株式会主｜：

リース：~£手II総合サービス株式会社

工司1-JYJlllJ: 7 JUll 1 （火）から8川2111（金）

3 感喜堂使用規定（案） （今後多少の変更もあり縛る）

第 l条 (bl的）

この規定は！必科立の｛史川に｜則する必嬰耶唄をJ.i：めるこ

とを向的とする。

部2 条 （仙川~－の純llli )

l ！書誌企は、定11,)=lUIJ給食主として佐川することを沿1妥
先する。

2 定時制の給食の妨げにならない場合は、正I：徒、殺μ、
PTA、同窓生、地域市民の活動の場として佼JIJi'l¥;:J(;る。

3 1血Ji£市民のもどIllにl則しては公的機関の111しlれによる
ものとする。

第3条 （使川の泊：可）
！岳存立を位川する場介は、｝）IJ紙械式による使川計1・lfJ"I i1'I 
i＇：：を校長に抗 llJし、位川許可を受けなければならない。
同窓生、地域1tr民が仙川する場合はJ／，白｜袋向校｜刻係者の立
会いを必要とする。

第4条 （使Jlj料）

感S.:litの使用料は、別に定める。
第5条（使川字；・の義務）
1 使用者はこの規定す企ぴに校長の指示に従わなければ

ならない。

2 使川者が!iiJlJiの規定に辿反した場合、校長は使用の
停止または許可のJ収りii’iしをすることがIII来る。

第6条（使！日者のi'i仔）
l 上履きを他川し、手lj川後はil'Hl1i（机 ・椅子与の復元、
ゴミの持ち加り舟：）を行う。

2 給食時以外は原!!IJ飲食然｜卜とするが、使HJ目的に
よって校長がこれを判｜析し前：＇11fする。

3 エアコンの仙川に｜射しては必民lii小｜挺する。冬期は
ガスストーブを使用し経円削減に傍める。

第7条（使mの日1司．及び取りiil'jし）
公益を与したり公共の秋／（：を乱したりするおそれのある

場合、校長は使川-tl=i有及び他Jtl許可のJ＆消しをすること
がll'i米－る。
第8粂 cm容の弁償）
使川者が！~~・武使川中に.ill物やその他の制li 1f.11 ~宇をmt耳、

または紛タょしたときは、その抱m：を弁償しなければなら
ない。

第9条 （学習スペースの他JIJ)

学習スペースの位川に閲しては以下のことを遵守する。

①授業i=Iの、授業終了後から午後6lk＼＇までとする 。
①長jリl休業中は、信IJY>/IJH識しlのIJl.J誠｜待から午後51時まで
とする。

①．｜：！低きを位川し、キIJ川後はii1H11：・をする。
＠エアコンの使川は必必:l1il:小m~とする。
⑤手洗いは1'＼＇~ll~点、救出械のものを似川する。
@;-j締・まりは同窓会関係者、教問、進路折導部、 3年学
年会等で行う。

附l!IJ このー規定は平成21irg月1l::lから実施する。

I 9月1411（月）1山 り附！（州 i)で完附
行います。11品目安山校 ・森までお問い合わせ下さい。

生命保険 ・損害保隙代理業

株式会社工イチ・ケイ・コーポレーション
太子歯科医院てらかど動物病院

i~淡j附2 加藤
院長
f伏｜災師秀忠m 寺 小森敦 夫俊博？可 ｜沈 l毛

I （地451111) I U出331司）(f出2511_11) I I 

〒352-0006m玉県新鹿市新鹿1・13・19 ｜干465・0087 名古屋市名東区名東本通5・19 ｜干458-0823 名古屋市緑区太子2・190
TEし048・485-1483 FAX.048-479-7701 I TEL.052・703・ll 0 l FAX.052-703・l189 I TEL.052・623・1184 FAX.052-623・0799

Email katochar百＠dfS.so-net.ne.jp I http://www.terakado-ah.com I http://www.taishi-dental.com/ 
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瑞 陵

「絶滅種クラブjホッケ一部の思い出

大河内信夫（瑞19同）

はじめに

端陵向校ホッケ一部の創設記録は手元にないので判らな

い治人 1993（平成 5 ）年にH~m；してしまったようである
（キ：；業アルバムの自昔話写以．にホッケ一斉｜；がii'lえた年）。愛知
県に 4 佼しかない稀少な~助日！；が無くなってしまったのは
非常に縦しし、。汗にまみれた＇N容の一ページに加熱をかけ
た存在がなくなったことは、高校生前の.＇.！.tIi、日iにポッカリ
と火があいた気持ちである。

問JUJの｜司窓会幹事からホッケー部の思い／J¥を依頼され、
'l'f・容の lページを刻んだ記憶を減したいと.tJ.t＼，、夜、の匁！る m~

りでの資料をもとに~·~：を執ることにした。これを執筆する
にあたり、同窓会にf~.：行されている制flitむ「Jll1l窓」を閲覧さ
せてもらい資料として手I）川させていただいた。 I出l凌会事務
J品を担当されていたIllJI後山校の森：1f（統先生の｜高｝Jを得た。
まずii己して就：む：を表したい。
ご：（：［＇.じのように雑誌 「瑞窓Jは、何年、年度末に発行さ

れている。 このq 1に各部川の被告が日，:i~されている。ここ

にあるホッケ一部の！~~史をIJ!iみて、 w·私の思い山を記録し
ておこうと思う。 ｜司窓会にf~~枯：されている「瑞窓、」 には一
部欠サがあったので’すべて幣った記銭になっていないこと

をお断りしておきたい。

あこがれのインターハイ出場

fJ/ij窓Jlサ (195511-:2 J-J発行）にはすでに試合結裂の報
告が記載されていた。当H午、インターハイの記録はなく、

(ii体予選の結決が記持されていた。対戦チームも1i1J陽高校
のみて’あった。その記述のなかに「瑞｜；走伝統のホッケー柏

村I （こ J.~づいて」とか、敗戦について「先：m祁氏に111 し訳な
い」といった記述があるところをみると、これ以前から

ホッケ一部が存在していたことが干I）る。

手元にある rnJ：~J の記述からホッケ一部が11~初に全国
大会111坊を栄たしたのは1960(11{1和135）年余［ !i(j•,'1j校ホッケー
選手権大会（インターハイ）（平塚市）で、準々決勝（ベス

ト16）まで進Illし、慶応山（来）JOにIiiれている。さらに
1961 (II円相136）年もインターハイ（附1.l.1~.~·JI川Oli）に出場
しているが、このときは l111111慌で敗れた。

196'1 (ll{ffll39）年のインターハイII＼場（愛知！大会）では、
2 (i•ll成度応志木山（崎孟）、 31(!/lii比大谷正：j （京都）を破り、
準々決勝まで逃III し、ベスト 16にまで勝ち進んだlh~であっ
た（残念ながら1fl:;t,・はこのll:yまだ入部していなかった）。
~年、インターハイ県予選 2f立で11¥JJ)jは可能と協会から
助言されたが、 l f!i：でないことを耳1¥1I1に残念ながら/J¥l必HI
米なかった。過去の記録を似り返ると1960年、 1961年のイ

ンターハイ11¥:JJ)jーはどちらも県予選2f立で・あったことを知っ
て無念という思いが刊びこみ.I・.げてきた。 高校の迎l脱出l；に
とって（とくにマイナースポーツの百l>iliて＇（i）インターハ
イは大きな1.:1牒であるのだから。

ところが1970年代初めには、 ti11－：；車紋インターハイに出
場していると記述されている（「1；航空u20·~；－、 1974年 3 月発
行）。践念ながら試合紡栄は引：かれていないので出場の順

位はきだかではないのだが。

部員不足とホッケー部存在高校の少なさ

fI，；品：~J の伺；i首相介の記事を見ると、？；？に部uの少なさを
訴える記述が多し、。マイナースポーツのl）れ、ところではあ

るが、ず~J:!il的にも社会人、大学のクラブが少ないことは否

めない。しかも予選を勝ち政いてのオリンピック11¥場経験
もなく、認知！立が際立って慨いことは、 j•,':j校スポーツに
とっても部員き控1~｝がi住まないー｜刈であったことだろう 。 1iJ:

.A 
Z玄 報

年、rs出窓」にはil1iぐましい入部の呼びかけがされ、ホッ
ケーのJf,里山を；＼frって呼びかけている記述があった。Flく、
「ホッケーはイギリスにはじまり、わが国には1906年にア

イルランド人のウィリアム・グレー牧師が隆雄大学で指導

したのがはじまりであるJ(fI尚窓J23号ー1977年3月）とc
さらに愛知県内にホッケ一部がある j•,':j絞が少なくなって

いることも認知度を低くする掛川でもある。 1960年代初め

には 5校あったが、 197•1'.f3 )j発行の「端窓J20号では3
校になっていると；！：：・かれていた。？医者が在籍していた1965

{fには叫カ：愛知il'fi栄町（愛尚尚）はすでに廃部して県大会
に参加lしていなかったt記憶がある。愛i湖町は瑞段高とは縁
のあるd:i校であるな1氏、ホッケ一部は兄弟のような関係に
ある。ljiJG後の教ff改：.＇1＇；：で愛知 lり品は1948(II（河1123）年普通話集
l.'1l と l悦来：il!l!·mを l つの ，•，＇：j校に統合する総合指lj両校が辿合図

:11t総・，；j令官｜；のもとに強力に行われ、愛i前向は熱l+t'-!i学ほか
2校とI/Ml後山校となった続緋があり、その後、産業教育費＆
~.titの施行により、 1951 (ll(!"fll26）年愛尚高が独立した純
緋がある。 ffliX~抑制が独立して愛知ifli業j•,!1j校となった時に
ホッケ一行1；も 2つに分かれたようであるが、どちらのj•,::j；校

もホッケ－m；がJj，日｜；してしまったので経総は判らなくなっ
てしまった。

その後、 1974(II（何1149)＇.（＇：には 3校にまで減り、 1993
（平成5）年1出版j',"fiが脱却してしまった。しかし、 2015（平

成27）年の山校総体叫予選の結果にある学校名は、｜白JI；品問、
愛知l産業大学1：業j•,':j 、 1'1i!il;{I主l際向、名古屋工業高の 4校

となっていた。参加校が峨変わりしたものである。

そして膏春の思い出

少し例人的な体験を話題にしよう。

私が千五和していた1964・1966年度にはfl：臭．い汚い練習若が
トレードマークとなっていた。｜吋級生と，・，＂： j校時代の部活の．目、

い出をRHるとき「くさいJ「きたないjが話題となっていた。
今ではとてもあの！と．いと感触には＃1えられないが、当時はま
さにはじける帯さの象徴であった心地よい，IJ,I，いII¥である。
狭いグランドに多くの迎助t'il；が活動していたあの邸、
ホッケー部はラグビ－fit；とi立ffJに交わるような関係て斜！W/
をしていた。このため、フォーメーション練習をしようと

するとすぐ！協をラグビ一部が光り妓けていくため危ない，也

いをしていたu ーJi、ラグビー許｜；にとってもホッケー者｜；の
返球がJtlにあたり揃い思いをしていたと思う。お互い大き
なけがに燃がらなかったことは幸いであった。

31,1~1.1：.が引退した1lflころであったと思う。体がだるく
て部前をサボって！1＇・く古11るためJllJf:t息地3丁Hのバス停にい
たところ、 3t,1 -::1：.の先~，·1. と IIIくわしてしまった（当時、瑞
｜凌へ泌う多くの＇I：徒が地他地3丁U世y;q市電）、パス停を
利mしていた）。マズイと.＇J.',I.、ながらも帰ると決めていた
のでそしらぬ似りをしていたとζろ「オイ、部活［ま？Jと
戸を掛けられてしまったω バス停まで米てしまっているの

で引っ込みが清かず、すJ笑いしてそのままパスに乗り込み
焔宅したのであったの矧｜：！日｜；析にII＼ると、なんとその先那
が古｜；主にいて糾間前に杭杯えているではないか。彼はニヤ

と笑ってお↓！Wに参加するではないか。「なんで引退したの
にJと込I＂、ながらも次に起こる引態に覚悟を決めて練刊に
参加｜したのであったが、なにもおこらなかった。 当時の雰

聞気であれば「しごきJが持っていたのが当然であるが、
何事も起こらず純明が終了した時の印象がいまだに強〈
F主っている。このII在、人のJI：の'i'l"めるに懲らしめだけでは
ないことをザ：んだような気がした。

J是々が活動していたII別別の，試合着（ユニホーム）はなぜ
かウール製であった。~，＇：j校ホッケーは者から秋がシーズン

であり、とくに総体予選の11.yJOJ （初回；）には、ウール製の

ユニホームは現代l1!lに，fえば「ダイエット清jみたいなも
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のでとにかく fクソ件いJしろものであった 叩I，~の試合
ルールでは選手交代が認められておらず、：ヰさで倒れても

r ill場者Jを一人Il l したのと同じ扱いだった。 ホ者はこの）~.
いユニホームと給水が取れない（勺l時はぷを飲むことはタ

ブーだった） ので試'!Ti!• によく 「起がつってj チームメイ
卜に迷惑をかけたことが印象に残っている。

部；u募集に背労していたことを1iiJ:i£した。 2，，，，のとき
だったと思うが、起死同＇I＝.のインパクトのあるポスターを
作ろうと思い、Ji：と.＇.l.¥J也のパックにr'1のシルエットでキー
パーとフィールドプレイヤーをあしらった’liJi*Jr （と、本人

ミュージ‘力ル 『SEMPOJ 

ヂf!Ni美枝 (JllJ571111)

このたび縁あってミュージカル fSEMPO ｜｜本のシ
ンドラー杉原千1i削m~IU(2013"1' 9 J-J 点以・新Itil .i'J:J~IJ J:必）を
削）~IJ した。 私はJf.GずかしながらJifilli交正，＇j校に人ザ：するまで先
市である杉原千耐久さんのことを主IIらなかった。入ザ・後のオ
リエンテーションでその名を知り、以降、 4:を泣んだり、
テレビドラマを見たりして学んだ。 今l•ll 、，：＇：j佼’1: 11‘刊にから
大支お世話になっている11可郷先生のお誘いにてこのミュー

ジカルを観劇する機会をいただき、よりいつそう杉JJ;(さん

に対して理僻！をj菜めると問H

人となりを身近に！ιじることができた。
指JH~リの際には私、 11~M；光州、！日j級生でふ；人の..，.，i'f¥民mさ
ん、そして瑞阪市校の先引であり II,-ii:テレピ系の会主｜．で
ディレクターとしてiiriU1！されているイ知事長II（－さんとご一緒

させていただき、とても来しい11，~：lllJを過ごすことができた。
杉原さんの物語とミュージカルの組み介わせとのことで

どのような作品になっているのか削1U1J1ilfは似似がつかな

かったが、音楽とストーリーを融合させたii.ii/I＼が杉似さん
の生きた時代や彼の思いを伝えるのにとてもマッチしてい

ると感じた。広はミュージカルというもの!'I付ゆZほとんど
初体験だ‘ったが、すぐに；f,fjに引き込まれ、とても楽しむこ
とができた。主役の古川弘fi］さんは大らかだがl’l分の伝念

を待った件まいで、 ιっているだけで杉以下畝その人とい
う！卓じがした。また、助けられるユダヤのlUr<:f立や杉原の
家政 ・部下役などII¥i災r.・それぞれ!l創立t.：いたるまでii附I：ゆ
たかで、 i斑技も：止も京lli'f らしかった。 特｛こ，；，riの ti•跳～終維
にかけてではキャストペモHの辿）Jのある！fk,~｛が）~Iけ品全体に
科き波り、物言｛~をさらにー11'1 ＼採り上げていた。 そのストー

リーはもちろんのこと心に訴えかけるような歌山で、感動

でl陶がいっぱいになってしまった。杉lJj（さんのJ:)JMはもち

ろん鈎lっていたが、改めてやのiliiJ~lj というかたちでμるこ

とで、自ヲテもそのH、.~rtにいるような｜臨j必！必をl味わb＼符j効
人物それぞれの思いをリアルに！盛じることができ、ピザ発

行における杉原さんのお艇や決定：などもより深くμわって
きてとてもよかった。

は !'Ii~ していた） なものであったが、凝りすぎていて l 枚
しか作れず WHtのようにコピー機がまだなかった）、話題
にもならなかった。 鮎川、＂＇~人の意気込みとは｜則係なく、
幼米のほどは・1:11らずじまいであった。

実家のおwにはいまでもスティックが大切に保存しであ
るらいつのll か瑞陵•＂＇:jにホッケ一部が復活するときにはこ
れを引っ仰げてはせ参じたいのだが、脚）Jが心許ない践に

なってしまった。それにしても山校時代にホッケーという

マイナーなスポーツに間然を打ち込めたことはrtmな体験
であり、？，＇：j校1U,riの良き足＇・い：IIとなった。

左から脅1車、寺還さん、マルシアさん、西郷先生、金還さん

終iii{1去、杉JJ;[T-畝さんの長引の拠梯である美智さんにご
快拶させていただいた。 l-.1111’sなかたで初出tifliの私たちにも

とても ~i)J.切にしていただき似しかった。 たった今見てきた

純子？からl’l分が受けた感銘をfl;えたかったが、そのII寺は胸
がいっぱいで「とても感励しましたJというありきたりな
I L!i~’で！ぷ氾！を伝えることしかで・きなった。
その後、令押さんのご制介でミュージカルi'I¥iii！者のマル
シアさんとお会いし、 一緒に万J＇~も雌っていただいた。 純
子？の｜：にいたマルシアさんは：1x;:rも素lli1i・らしく、 j立者とし

てのオーラがあったが、リl'.;l?i九こお会いしたマルシアさんは
とてもノリがよく気さくな）jで、 ~；［、たちにもフレンドリー
に接してくれたのが印象的だった。

間J.SIJ後は符で夕食を食べ、その際、テレビ帯剣［のディレ

クターである令i撃さんのおII：’Fについて大変興味深いお訴
を判うなど、 l•iJ じ，·，＇：j校の~・－業什：．阿士として親交を深めるこ

とができ、とても有志．義なlk¥:lllJを過ごすことができた。
今＇＂＇、たく さんの口市な体持主が一度にでき、非常に光尖

したー｜｜であった。語っていただいた同郷先生には感謝し

たい。 と、 j1i]ll.~；に私 1 · 1 .u も J両院山佼の先Wi. として後y,•,:tこ何

か伝えられるような人1111になれるよう、 1:1々 粕j1£；していき

たい、と思っている。

( ,-j，：机は111：イ1：発計の会制iのb；〔机としていただいていました
が、千逃いで1M械がー・＂n量れてしまいました。この場をflii'
りてお花びいたします。）

端陵会会長
施設管理支援情報管理支援・文化財事業

ナ力シャクリ工イテブ株式会社

ff~＜取締2 山 「l 先中村利雄

（地171111)

原稿募集のご案内
悩JIH会ll会では、rh•I’J前段！と先制j シ リ ー
ズの1Jn・；を求めています。事件、／I¥）長・Jk-r: 
.1<1＝.のi8~fil‘ •"j：伐h・J~、 生徒会活動、クラブ活

動などについて，＇fいていただける}j、ft科を
も’＇tll~ していただける Iiはふるってご2守備くだ

さい また． 舷I.~！していただける Jiがあれば‘
その制測も編集後uにお知らせください

-fl.ill! l'UT: .r.・ iMゐllJIー(I，治191111)
shuji.hamajimaRgnrnil.com 

臼志商工会銭所・東京商工会tiiiifiW務理窃

干100・0005東京都千代国区丸の内3-2-2

(I，荷371111)

干468・8533名古屋市天白区井の森町205

TEL.052・895・1131FAX.052・895-1844

http://www.nakasha.co.jp 
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平成27年度漏陵会親睦ゴルフコンペの御報告

fiiJ陵会親略委n会ゴルフ件：JI・ 木村.$.if¥ ifl (J品181日｜）
｜時下 皆帳におかれましてはますます御健勝のこととお

段び，，，し上げます。

1品陵会ゴルフ幹事の木村・です。 1iJ:~I： 、 1i:i 1I＇の秋と本年寄
に行われた2回の親｜際会ゴルフコンペの結保等についてご
将HJj·llJ し上げておりましたが、今年の°.ft：については幹：＇.j~の
例人的都合により延JUJとさせてfJ'iきました。ごJUH与をされ
ていた方には火変ご迷惑をお掛けしましたこと、本紙j(Jjを

お借りして探くお詑び＂＇し J－.げます。
今1!11は昨年（平成26"1')l()fj 1511に災施した部22hllコンペ
のみの紡呆をご報告しますの 参加者は22名（りJ·~U7、女性
5）という状況でした。参加されている卒業）聞は51111~1すか
ら20lnl生となっています。
私がゴルフ幹事をさせて百iいてから、既に今年で81fFl 
となり 141QIのコンペを計l由i尖施してまいりました。この報
告・，1：：も今年で71~1 LIとなります。現抗会u散は60名品！と
なっています。第221111 コンべでは新しく 16凹~I：の竹版功線、
201りl ~Eの斉藤純司様が参加されました。また、 ；M1il則nu描
険会から191nl生の稲葉賢治械にも参加iして頂きコンペを雌
り1：げて頂きました。稲梨i；憾には過去何度も参加してT!iき
感謝llJし上げます。昨年度のご報告で、参加する卒業JUJに
(I.~ りが生じていることを判；きましたが、幹事が卒業JUJ181111 
~！：.ということで18岡伎の参加1行が午数近くを山めておりま
すが、このお除で20名前後のコンペカ：111米ることに対しl•iJ
)UJ~：の布難さを感じている次第です。
訴は変わりますが、平成2~）年にI；，品陵会として lI OJ,';] 11：の
記念行事が計画iされています。これと併せてf）｛行官｜；のIi；か
ら、税臨委員会に対しllOJ川'rfの記念ゴルフコンペの1汁j1.J.ii
を打診されました。 JJLイ｜！のところ全く乎を付けておりませ
んが、執行部との制幣を凶りつつ、本年度末（－11!.Jili:28'i!' 3 
Jj)をn途に紫案を作成したいと考えております。来たし
て何人の1Jが参加してmけるのか裂しみです。
このご報告は、ゴルフをされている方、過去何度かゴル

フをされてゴルフがあるof'UQどの微なものかを主IIっておら
れる克を対象に引いております。全くゴルフをきれない方
は、 Mを言っているのか分からないと込.tI,.、ますし、恐らく
この記事を見ることも無いでしょう。読んでもつまらない

と思います。

！日iii副のご報告で「ゴルフだよ人~I：はJ という •JI－を述べま

瑞陵会会則
<11勺北26-"I＇改正）

第l条本会はI品陵会と,f{j；す。
部2条 本会は会u相Ir：の純II供をはかり.Ill：せてl叫支の発
肢に寄与することをHfl9とする。

出3条 本会は愛知県'Ji：郁:1.:q:1学校．愛知県熱川小学校．
愛知県熱川第二111q：絞．愛知県災務女学校．愛知mt-
女子陶工~？校．愛知1u.~t'f幼ff!j業q：校．愛知県立I:ill凌
山等学校卒業生を会LIとし．付校現職llおよび川職
員を答員とする。 fl!し. ＂：途転校 ：布・4字かつて千di'iし
た者も希製すれば役lt会の承認を得て会1tとするこ
とができる。

第，，条 本会に次の役nおよびlリj別枠事をi代く。
(l) 名誉会長 q九 段戦学校長
(2）会長 l名
（~~）副会長計二r-r.

(4）常任幹事計干名
(5）総 務 2名 JiiJI；む＇：j校現曜をiすから選出する。
(6) 会計引＇.flit 311 うち l名はI;h)i;支出校事務総封

したが、私がゴルフを始めたばiはそんなことは会く考えて
いませんでした。この？？東をある人からIJりいた時、 l打 l
打を人＇I：の名＇iJ)j）と考えるとrl1々 のもので、結構楽しく，，IJ_I，え
益々ゴルフのifiiJ'.'1きにはまっていきました。ナイスショッ
トをしたH与の爽快感、ミスショットをした時の怖しさ、人

生の古怒哀裂を感じます。人生常にフェアウェイを間歩で

きるような制胤満帆ばかりではありません。必ずトラプル

がつきものです。ステデイに安令策を取るか、或いは起死

凶生の一発をmってショットをするかは、その人の管l：務、
経験、 ：主力などをその人l~I 身が判断して選択するわけです
から、これまた人~I：そのものだと私はJよい、ます。ナイスリ
カパリーショットでNびフェアウェイを間歩できるか、さ
らなるトラプルにj1'(f(ljするか、辿に任せるのもゴルフの限
削｜味ですけゴルフはl'I然が相手だと2・う人がいます。まさ
にその泊りだと，IJ,1,1,.、ます。人生もl’l然ti：！干・です。そこには
迎、不辿が（｛｛1：していると込Lいますω ただ絶対とは言えま
せんが、｛l：々にして努力した者・が，縦われることが多いので
は・・・？ lj Iには桜鋭の良い者もいるようですが・・・？

やはりゴルフの糾i¥IJ／は怠りなくやるべきかと思し、ます。
以後に、 1ililiilのftH~rにも Ill てきましたイギリスのゴルフ
評論家ヘンリー・ロングハーストの言・葉をfl＼＇ります。
「ゴルフを見れば見るほど、私は人生を思う。

いや、人生を見れば見るほど、私はゴルフを思う。J
以上

試合は新ペリア（ダブルペ リア）方式で実施、車tiよ~は次
の通りです（敬称略）

221司コンペ（1126・10・15)

氏 才t, 卒業JUJ

優勝 I: Ii"{ ~~i f古 181!11 

i¥I・；：悩JH): 本会 l'.!.fll 181υ！ 

3 ft j族三 f!/) 131ITI 

5 iti Ill 3，・、，1ーら 151!.il 

7 正i 村 山 ・ rn~ 20回

10 fii: ｜吋本 ll券代 15(i'il 

※第231!.ilコンペはIOJ'J初旬 fさなげカントリークラブjを
i\l•j11ij しています。

幹事述絡先： 4J1rn~： 090-4850-1392 fMJ052-205・6321
やmail kimurashouji0601@yahoo.co.j 

とする

(7）版作 2名
第5条位Hの選Illとff:JUJ
(I）前条の役Hは．総会で選HIする。
(2) ilH！のff:JUJは2~，，とする。犯し再選は妨げな
し、。

(3} 1iif』nに；：i.:'.める役目の任JUJの始WJは、改選年の定
例総会IJIHll!の日の凶するnの悶々月のf))Hからと
する。
似） i'.H 1が欠けたときには.I立n会において選III. 

~fi光することができる。 その場合は．総会で*1H1i·

し. Jf<i訟を仰ることとする。
第6条 作f:.tLl 0）任務は次のとおりとする。
会 長 本会を代表して会務を統括する。

i;¥IJ会長 会長を補佐し．会民に事故あるH寺はこれ

に代わる。

常任幹事 役n会を構成し権議する。
総 務 ~Ji－務をf・1：現する。
会a1・1"1：刷会，n・を1'i'Jlllする。
l主 任 会1n・を1ii主任する。

-IO-



瑞陵

第7条 名手手紙tilllJおよび雇filllJ
(I) 名持.tJJitllJは.u世代会長及びf(ij窓会にllin奇心：功紡
のあった方から．総会の議決を経て会長が委嘱す

る。

ω願1111(;t，続前線JO（：：会．法的治t.教育界．スポーツ
界なと’各やf(分野の北：名人で．｜古l窓会を支えていた
だける方から．総会の議決を経て会長が委嘱する。

(3) 名将Jil!O:IJおよび~Jilli］は．会長の諮問lに応じ助言
する。

第8粂 J!JJ別幹事
(I) JUI別斡引は. (.J~次ごとに才汁ニ名を的き．各＂＇＇·次
の取りまとめ及び本会との述絡j(l,¥jl棋などの任務を

汀つ。
(2) 問別幹事は．役11会の推服を純て会長が愛唱す
る。

(3) JU] ~JIJi:i争中の任JUJは 2 年とする。 fH し. NH：は妨
4ずない。

抗9条 本会はそのnn~述l此のため．次の会合および41!:11'
1 llil交流会をBf.Iく。

(I）総会定例総会はむ，：~1:.I lfll IJU1lltし臨時総会
lま役民会で必要と認めたl時にこれを開催し．①会
則の改正．②役員の選／H.③その他必要事項につ
いて綿綿する。

(2）役以会第4条の役員で桃liJ.::し①総会に付議
する ~J'.J}［.②会務および会計. @llj.川委n会の承
認、その他必要事J.riを審議し会務を処..1:11！.する。

第10条議決はすべて／Ill市Uの過半数によって定められる。
節目条(I) 会長は役目会の議決・を続てれ航専門委L"l会をi位

くことができる。（a.総会実行委員会. h.毅
略委u会． c.会lU委員会． d. その他）

平成26・27年度 役員一覧

会報

(2) i早川安u会の委員長は！!i此から充て．委員は役
l！会のwu，時を続て会長が：安眠する。

郁12条脱税
(I) 庶務は結・l：名を世き.r；品陵・，%校現If&:H及びllJ聡
Hのうちから会長が安眠する。
(2) 庶務は．本会の事務を処理守する。

都13条 本会の続t~は次の収入をもってこれに充てる‘
(I) 入会金 3.000円とする。
(2）賛助会町一口5.000l'J( 5 if~分）以上とする。
(3）広告料．交流会的．その他の収入

第11条本会の会；¥l・f.1-:1！（は. 1Tfil~'1 Jj I Elに始まり．持；・！i1:
3 J.J:H Uに終わる。

第15条本会の司q削.. ）をJ~J陵，＼：j等学校内に世く。
第16条 会U多数のj山にIi. 総会の承認をf~｝て支部を設け
ることができる。

都17条 本会u1Jは．総会の級決を続なければ改正すること
はできない。

第18条 本会Ullに定めない事訓は．役員会の審議を経てニ
れを決定するり

付 川 この改正規むは．平成24!.J＇）立から施行する 。
illし．平成2'1i!'I主総会の準備．賛助会員の非集．
会却のi私備など．会長が必·~；と認める事項は．言fI皮
21111~ l J J 31 I.I以降．専！”j安日会準備会を設置し．準
備を進めることができる。

平成2611:'1 J1 l十l改正附WJ
HUil I 改正税定は、平成2611°4 Jl I LIから施行する。
f州IJ2 平成26i1:.~. n 311 l現に役員である者の任期は、第
5条（2）の規定にかかわらず、｜口l年の定例総会の泌す
るJJの抱月の・4はI.Iまでとする。

I. 1'11'f'会長新JI: 忠（校長） 常任幹事片山点紀 U1'1れ7) 常任幹.：j~ 中JlfTUii! ~f ＜端25)
2. rd手足tilliJ .！＇.~居 大（五37) 水野f 述自1;Ul1削7) 大路 弘（瑞25)

修 (f出5) 安J持政：J.f(J，；削8) rl’悦 1;i.自I~ ( I~i25) 
3.舶 川 ：1:1j治蹴符 (fl1削2) 木村鈍治 (I/1削8) 岩山 l~lt （瑞26)

汗藤 二自11(fllH3) ,f.;" I" JUチ (f，耐19) jllj"郷 孝 (J出27)
fl叩11 JI船主； （£出15) 提Ill ~：砂 (J，出20) 鈴木英利（瑞27)
}Jl!i臨 .ii：：恥（.FllH7) ~＇i' I! I；ι日fl(f/W20) 甲・瀬 弘親（瑞27)
久rn ~j~ ~.ム（刷17) 出向誠一印J(Jli'~20) 若松文iW(J出27)
扮型敏夫 (f出19) 本泊依三 ポ統 (J;IJ20) 山中健二（瑞28)
錫村 lリJ ~I=. (fi品20) i事m 排ー (J，出21) 古屋誠一郎（瑞28)
l川本 {i~ IVJ (II品22) 秋Ilは・urd-um21> 青山和l脆（瑞29)

4.会 長 111村利総（JI品17) 木村必子 Oli品21) 古橋成彦（J出29)
5.刷会長 i貰m ~＇.~ (fl品15) 柴!II述、リJUlhl21) 石原広;a（瑞29)

荒木郷兵（瑞16) や11待彰彦 (I，出22) 上林公子（瑞29)
t仁川嘉彦（瑞16) 鬼iifi 。波 (I，品22) 王山祈郎（地30)
w木仲兄（硝17) 鬼ii!i :l•: [-(Ji~22) 111口 'fl. （品＇37)
天f.fw英（瑞17) 近藤村典（端22) イ左藤 成俊（瑞38)
一ノ瀬将之 (f;;J18) 成川龍一（瑞23) 野削 雌（瑞39)
浜山 llff二 (fl/J19) 絵jる知l之（.f/IJ23) 近藤茂弘（瑞42)
イ1r.f'; 広利 UilJ20) 下｜品］布l英（硝23) 7.総 務！jニm '<i' （教頭）

6.常任幹事武藤正リIJ(ff/J定6) 上杉修平 (J出2'1) 鉱広｛ 持（教頭）

i反＊ f自伝 (.f削3) 政挫 .11: ;]1ij (I，＇，品21¥) 8.会計特別！福島 一雄（事務長）
fin 111 ぷ吋f(.fl品14) 鈴木山j苦 (J/IJ2'1) 9.臨 先 ：fj川治芯（教iifi)
i屯i.1.1 II({ (.fliJ16) i:VJ(¥ 隆司 (I/i,)25) 三iii）チエ子（瑞5)
イiti命 ~ii4. (Iii品17) 天鷲 J炉fu11:25> 
…一一一一一ー．，・ーー・－－・・e一一…一…一一－…ーー一一一一一一一一一一一ーー一一一ー・一一一一一一一ー・・一一－－－一一一一一一一一－

平成26年度ポプラシート報告
第l回 「鮒秋名市liUJJ!比快J鑑賞
I l本特殊附業iii民会館平成26｛ドIO川18ト1 1出1；~＇：1=.45名、
他校生5名

都2IUJ 「w例rlJi~.！.W：興行J
Jlt者11・ rtm~ ，，勺花26~1'12JJ 7 LJ 瑞陵生30名 交通時は
i賞品：j~1::で支／II
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瑞 陵 ..0.. 
zエ 報

平成26年度瑞陵会会計決算書
収入i庁制 5.661.375P-l 文山済制え685,146F'J 
践誼｛ 2.976.229円

収入の部 （単位： 11])

JJi 11 I予算制 ｜収入済f引｜残額 ｜ 術援
｜ 繰入会「高高h扇面日三両茄司五！日高訳~
L互三E口豆亙寸五：而「ゴi：而阿南互
参加l ~~ I J.soo.ooo I 780.000 Iム120.000I t!> ：－，参加l'i'I

u: ＼＇；－収入 4p0.仰~I 315加OJ ム54.l〔的 ｜ 才刺広；’•＇収入市
街！： 収 入｜ 368 I 13.843 I 13.475 I問販.. ，.前金制3

｛~ ;ti・ I7.304加OI日6し375Iム1.642.625

文Illi湾側 残古（（

'1:900.000 
交流会会場nr 2.200.000 
会報 1~ I 1.000ρω｜ 
乍校支緩事業 ι 目

戸函亙-f Wi 'l'l 
l間以』融政会文銀

メ、
1’ 2.6お.H6

平成26年度瑞｜凌会積立金会計決算書：
文Ill？汗結i01"1 

（単位： jlJ) 

術援

2.531.000 

文Illの部

「 1「E ｜ー予算額一文Illi斉鰍 ｜減額 iJ商嬰
繰 m 金 I o I o I o 

平成26年度瑞｜袋会賛助会費会計決算書
収入i資額三497,908J1J 文/JI済制 l.059.500PJ 
成額 2.438.408Frl
11x人の剖i
「寸「ー日 ｜ チ鈴額 ｜収入i商務i
繰勉金I3.005.960 I 3.005 .. 960 
ft l功会 ·t~ I s.000.000 
雑収入｜ 1.000 

(1ji位： I'J) 

摘要

合計 I8.006.960 I 3.497加8

キヱ11.1i.拡26{fJJt 瑞陵会ポプラシート－！F業
御｜市｜鹿・ HIW~Jl劇 (JO月. 11月）
支/.Bi資~ 498.580円（準備金残留1169.582円）

平成27年度瑞陵会会計予算書
支出予算制 8.106,-000PJ収入予算額 8.!06.000円

九’i引額 OP!
収入の者｜； (1ji.位：門）

・予算鎖 的，，，・度予鈴官ii削減額 ｜ 摘 嬰

2.9花.229I 2.271.13引 705.097 I 1抑制立から総8
2.059.500 l加2.500I 97.000 I刷 会費f;,t≫晴人． 

l入会余－1u 10.000 1.110.000 I o I :i.0001°1x390:!'. 
I_,£ }J11 111 l＿！~QQ.ooo i.soo.ooo L ｜総1湖町（蹴）
広行収入｜ 州側 ・100.000 I o I州 川正入・宇

ι」Lム ｜ 211 I 洲 崎｜銅山手
合計 Is.10仰 oI 7.30<1.000 I 脱却O

文Illの作｜；
一可「τi｜ 予算額 TI~ i1:1ftH~額fJ両面否1 J肉嬰
・H ~存 t'iL 1.soo.000 I t.699.ooo I 101.000 I 
報償資 ｜ 550.α泊I s叩.oooI o I l＜車；·in~
手！！酬 ~'i I 600.000 I 589.000 I 11.000 I 耳！＇fr！~川口の相州
通信行 ｜ -100.000 I 3 Hl ooo I 卯β00 必似切手ゆ
・,u !ll q'( I 2so.ooo I 2so瓜沿 ｜ 0 1品川・消It品向等
会議資 ｜ 2so.ooo I 2so.ooo I o I 
役目会 ｜ 1so.ooo I iso.ooo I fは制9＇：~ 
安 !1会 I so.ooo I so.ooo ］ け~ 'Jlnt時
前 JIJqy 50加oI 50.000 I o I m 1t,¥1.，浮
事業資 I_5-AQQβI()() I・1900.000I soo.ooo － Hヒ流会 ＇l~ 2.200加。 ｜2.200.000 I o I総会・怨税＇Ii・早
川 縦波 1.500.0仰 1i:OOCl.000 I SQQ.000 I i；酬訓告基金書11~：
1プラシート 500β叩 ｜ o I 500.0叩 I .ド成~8.lf.まで

1 ・'rn支mi版 1.000.000 I 1.500：側165側 ooI峨刷I！河環境虫歯
l文部制限Ji;t 200ρ100 I 200βoo I o I 1削i消防公支援
-f 伽 1'i I 656β叩｜ 455.ooo I 2oi.ooo I t~.川刷費哨［;1創
作，n・ I 8. t 06.000 I 7.304，倒oI 802.0叩‘

平成27年！文瑞陵会積立金会計予算書
収入子弥務i2.531.5001’j 文II¥予J）：制 O円

主•JI釘i 2.531.500111 
収入の古I>

な1 日 I -ftHrt I 1ili年度予算徹｜WI減ri({

（単位： I'J) 
J崎製

！型経金I2制 oI-2.530.'177 
;ft 収入 520 523 

組織pり
一
H
J

’
一

地

一
息

一

俊

一
利

一

川
一

的

一

則
一心
一問{I" ,li' I 2.531.500 I 2.531.000 

f~Hi'i I 1ili"F俊博額ll的減額｜ 州裟
o I o I o 

平成27年度瑞陵会賛助会費会計予算書
収入予算官i7.1139.408PJ 文m予算智［ 2.059.500/ 'J 
持リ｜額 5.379.908IJ:J 

収入の郎

「寸「マi｜ チtHi<iI 1ili年度予開｜ j仙紙
｜繰越金 I2..i38.t1os I 3.005.960 Iム567お211州制・ら繰悠
白助 会 1VI s.β00鮒 Is.000.000 
I ~m 収入｜ I.側｜ 1.000 
I 11" I汁 7.'Iぬ.＇108i 8.005.960 I 6557.552 

）
－
 

円
－・・’；
．．
 
－
M
M
μ
 

－
－
－
 

μu
．
 

；
i
 

tl
・t

・－－
i

，EP
－－
J

，
 

（
 

0 I 1 ll::IJOOO名。

文Illの部
」旦LI!__U州 ｜前年度予算額｜納減額 ｜ 摘 要

総 Ill 金l2.059.soo I t.962.soo I 97.側 ｜

＊、1£成27年度 i出阪会ポプラシート＇.！Jj.：業
御悩l座制伽IJ Ut' 2回）｜司窓会本会言｜－から繰入 500.000l'J
（準備金残制 669.582円）
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瑞陵会報

端陵高校の近況

瑞陵進路セミナー（平成26年度）
1 進路セミナー

①6 J・J 5 [J （火） 「凶｜務協}Jと地域研究j…n本とはj畠う
・IJI；界を知るiflil討さ
安藤和維先生 （25li•I 生）
京都大学 ；以降｝アジア研究所取教段

②6月201:l（金） 「字街物車｜！学（；私の歩んだ迫）」

村上 敏夫先生

；文部省宇Hi研究所助教授、 ＜o:?n大学名作教J受
③7 J'J1 I司（火） 「生命科学へのHH:.rJ CM究荷を1:1指す
と言うこと）

川上 兆lljj先生

Y1市民iii:•／：大学 システム｜当然科学M究所im教授
2 キャリアガイダンス講師（卒業生のみ記載）

( 1 11：生対象 10}"] 231・1) 

医療関係小早川雄介先生（48111［ ~1ミ l羽生協病院jlj~ftifi)

法律関係中山)JJJ子先生

(56IL1日E 足立法律事務所弁護｜：）
建築設計関係 1 11下宿ーが雌先~I'. (29liJEf~ 六合建設）

j貴島誠一郎奨学事業報告 （平成26年度）
i賞品誠一朗氏（20fnl1'.）のご！手立により、 l出iぢi事業ーの凶

｜人I4i·；業を受け継ぐ1f~で平成22年設立されました。
1 パス旅行による研修

－幕末の京郎を行く （守川原、角以、IIlお・t11m、7月、44名）

・正倉院鹿 OOJ・l、36名）

－京者11・i有座での：：fx株伎鑑'LT(12JJ、30名、比f学的川はポ
プラシートから文払）

・いざ、お伊勢参りへ（.i~＇：：＼についてのさ（：~旬、 3JJ、311'1)

・京大ツアー（五人；博物館と安藤先生のフ ィールドワー夕、

3月、 10名）

2 博物館・美術館での研修
－純文を知ろう（名有限ilili,I／.物館、 12J-l、15名）

・ 3存雌なるジャポニスム脱は学（名1~1~ポス トン美術飢

2月181-1)

－名古制＂iii科学航プラネタリウム（2 H、'10名）
3 研修会・講習会への援助

知の探求i滋雌 2 名、 SSWJ~業参加I. 内主研究等 3r. 

「一般財団法人瑞陵高校助成基金Jについて
I 郁3fi•I海外午：刊助成事業

礼子y：先 fスミソニアン！事物航tf日ワシントン［〕C
「メトロポリタン美術館Jニューヨーク

IJ ~!i\ 31・12111 （二｜：〉 ：セントレア発
→22~1 ：ワシントン~（i' ・ rn~ ft: 
→24 H：ニューヨーク着・日Ii千五
→28日（”1-:) セ ントレア~（i:

参加者リYT・6名、女チ6Y1
2 海外？？！習生徒派遣Challengingヨース！Ji・＇業
非能人員リJ子 l?'1、女子 l：れ
内 容平成27作成夏期休業•I~の＇I j目llliの綬業体

験及びホ一ムステイ . 
j並学キ支 Que巴n恥largar College ( ~－子．）およひ

Scots College ( －~J 了）
ニュージーランド ウエリントンリi

部活動の活躍（平成26年7月～27年7月まで）
26年度全国大会

陸上競技部 全凶同校総合体育大会 Cb:.f-砲丸投、男子
800m) 

棋辺部全凶i~·：；等学校将棋選手権大会 H1休戦出場
文芸郁 子l?f!<l"1•.＇：；等学校総合文化指 文芸（版文）行l~l"J/Jj場

26年度 35回名古屋市内県立高校体育大会
（列；（－総合i¥1¥f監IJ路 交子総合｛刷協）

l；削：{ii）男子総合優勝、｜（公1-.m；久子・総合従勝、野球部優
勝、水泳部川子総合4位、水泳部女子総合2位、サッ

カー古1;2位、バレーボール出子優勝、バレーボール帝II

b:.I 2位、剣道部リFf-l:J-1体優勝、卓球火子s3位、弓
道久・了－制人2fii: 

26年度県高校総体等
陸上部東il1j;・，：：：；校総休明子800111優勝、！；.：子砲丸投5校

愛知県陸上舵岐選T仰： 女子・砲丸投げ4位、 11J継投げ
7 （立、則子l500m7 f!i: 
愛知県出~~·~； ~7：校新人大会リj子400m 2位、リj子4

x 1IOOm 3位、男子！Ui1＼跳4杭労－［－三段挑4位、児子

4 x lOOm 5 f立

見Ulij:i:':i等学校新人大会ー~Jチ400m41占：

水泳部 l~~ j•,':j校新人大会 女子lOOm'l'f5 f;i：，女子200m
f附メ 6位、女二子200111パタ 8fii: 

剣道部県高校新人大会リj子制人5位

弓道部県高校新人大会女子制人4位

吹奏楽部 愛知県吹従来コンクール A編成の帝11銀賞

棋道部東海三県将tlt大会 ｜川本リーグIi役 Bリーグi¥I¥

綬IJ券

囲碁 京跡地l出·：：；~•［！予校凶器選手織大会男子側人 5f立
文芸部 M；·：：；等学校文化辿＼￥.！.文；yr,1,t門~1；作品コンクール

制：Jx自｜；門出2J市

家庭クラブ 26年度合同市校生ホームプロジェクトコン

クール 学校fi: 

27年度県高校総体等

陸上部県高校総体リj子総介6f立リ1+800m優勝、
リj・{・ lOOm凶降、リj｛＇三段跳3位.6 f1／；、 男チ8粧競

技4枚、リjI 4×400m R 3位、 f;.：子主出跳5f:す
水泳部 Mi／：；校総体リJ・了・lOOm、干400mメR、！；.・－了200
rn l'-1、I00111；庁、 200m背、 IOOmパタ（2名）、 200mパ

タ 200m例メ（ 2 名）、 400m1！~1 メ、 ，IOOm メ I~ 、 400m

f!R、800m1:1 !{ 
女子バレーポール部、ソフトボール部、弓道部（男子個

人、女子団体）、なぎなた（個人）

平成27年度全国大会次の脅｜；が出場します。
全l:1qj•,':j校総合体育大会 7 /29～8/2 和歌山県

（近縫ブロック） ！被｜；競技部（男子IOOm、800111、

宍段跳び4×100mR、女子－走り出j跳）

会！'Iiij•,':j校総合文化祭 7 /28～8/1 滋自民L
削非日｜；｜”J(UH本県代女のl名）' :p：：道行｜；川 女子1r,

杉原ウィーク2015短歌大会（八百津町主催）

人辺大'ft、愛抗、心・n:,H~作 （3名）交・n
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瑞陵会報

大学入試状況（過去3カ年）
27年度入試 2611：・＇l!t入試 2.w・IJt入試 2711.:1立入試 26<r収入試 23年度入試 27lf1Jt入試 2611'1.（［入試 251，：・JJt入試

北海道大 4 4 =-•f(J..:. 12 5 14 F I本火 3 6 11 
東北大 I 。 ）；！＇.布拡大 2 2 事t知l大 40 26 60 
筑波大 2 J..:.l以大 2 2 ,1 愛知l叉干：l大 7 7 4 

J一υrt・7』然；〈大J一ぇ 一 2 会H.伝子大 。 ｛｝ 2 愛＇：ll"i'：院大 ｜ 15 23 24 
。

I ！い神E弘耳目』山一~：人1大v.~ t大
没知討証役~J..:. I ：~ 。 1JO 43 69 

東』；11：来・大 。 2 3 金J成ヅ：院大 151 20 13 
京以外ドl，的大 ｛｝ ｛｝ l I 8 8 相111 1 久・伊l~tl ；入； 39 21 25 
lit』；uriiiY＇大 。 l名山h{oli .1／.大 I 0 8 15 IJ• 』；1メ二 62 JOI 23 
＊；』；（l:! lf.i大 2 。 国公立大学.n・ l・L8 1'13 ,,13 ~~~川 I~ ~路大 2 2 6 
一橋大手＝ () 。 Hi1l1大 1091 1871 168 
fili iJ¥: I •I大 4 2 'i'i'll l学院大 :{ :{ 名・；I，以外大 12 22 22 
・,;,;11 1λ； 3 。 1後Li:；ぷ主事長大 。 。 6 今’J成大 120 70 95 

は一川~i州J~ 大太一 2 。 !1L.fljj 1111': 5 5 雌Iii保健術生大 15 7 :> 

4 'I 7 上初大 』 5 1 点目Ii久子大 1 4 4 
一ー

紛糾l大 10 5 5 1.~liti大 25 :n 20 、.'f.{o/1 Jif!大 92 78 68 
愛知数＇（1大 iL政大 ｜｜一同l則；It~一j、；．大13 11 14 12 7 7 35 45 39 
;y, t町村大 I~ 19 14 立政人； <I 8 2 9 9 18 
~. ， 11hU~＼糸大 15 22 15 ，，’央大 11 

7~ 
M 関i出qq徒大 LI 8 

由主’；•.｝.」 10 ,,, 15 政』；tJll［科大 16 18 私、.／＿｝（q:,lf 879 902 920 
l民l公仰天学部（才，iii大、制.JJ：大、 Jj(fJ;.R大、 ~）j術l欠l＋大学校）

賛助会費募集
哨陵会はネットワーク作りと財政円建が11~大の~＇＊組です。：卒業生の入会金だけでは、J~業の統的がまかなえず、財政の健
全化が重裂な課題となっておりますの

そこで、 111・政健全化のために平成12'.fから許助会開を~＇！－ることにしました。 5 年分の年会費と考・え賛助会的にご協力1じさい。
5 :11:11u会報を送らせていただきます。会報はJ;iJ脱会ホームページでもご覧頂けますが、あなたの愛校心がJIM陵会の支えです。

振り込みJIJ紙の前求は瑞陵山校内瑞陵会事務局までどうぞ。（川紙がなければ、振込み手数料本会払いでも構いません）
ftll)J会的一仁I5,000円（一口以上でお願いします） 郵便振待（「II.￥番号00880-7-190740）払込先瑞陵会
会報発送と名簿整~mの者1; ·f1..I.:. 'f ・住所、氏名、 lt1!1:（本：来・年度）をご記入下さいい

賛 助会員名簿 平成26＂ド 8 月～平成2111~7月 ご協力ありがとうございます。

2 加膝 Nil 16 松井手ll之 20 卵，Ill 幸男 24 本川 ?i'J·~ 29 山橋 i抱；材i
4 rnrt1 道彦 16 山川手IJ枝 24 .!.I二川克治 24 本間政美 31 太IJJ ft奈子
10 近藤準述 17 背水 fl下見調I 24 加j臨紛吉j 24 'f~iMf 志flt.）ι 32 j接原手11徳
10 W.nJi 他自II 17 LjJ村利 24 岸川 美子一 24 ;f.川潤ー 36 J11n 英抱
10 野村拍子 19 f辻斐敏夫 24 小池信一 24 矢野裕美 37 'J河原令子
12 立問降人 20 青山政徳 24 小i:h 幸子 24 111 l二i 兼山 40 tH~ 裕υl
12 林 民義 20 業問育孝 24 鈴木かしゑ 27 犬例美拙 41 i＇河岸秀平 II
12 水谷保夫 20 佐合広利 24 鈴木信好 27 佐々木光一 41 m:v: mait 
13 大矢詠子 20 佐藤百合子 24 勅使罪｜；江 27 TI¥川猿j代 60 干f木裕典
16 竹原功 20 柴菱川 洋治自I~ 24 土HI 恭子 29 :(j）瓜広迫 62 大山遁LI
16 深谷市夫 20 II.I 1•：，•；光 24 永治典久 29 J.:.11' 公子 定7 者II築友部l

一般財団法人瑞陵高校瑞陵会基金の説明と協力のお願い
fお陵会は平成251flニU/Af隊出校への文被J「作佼~I＝.の教rt活動
の先尖J「卒業・~＇~のl可窓会活動の前性化J苛：に！t)-.'j-することを円
的としてf一般財団法人消隊出校制険会基金Jを設立しました。

(3) 記念式典（平成29年）のIJ日fW.(JOO万円）
ω） その他の事業（；300万円）

税収は、以下におおミしする rn1:v:110i削F記念事業Jの叶11hjを
~現するために募金日·!ff））を行っております。

~；.：~~／室の階に掛ける「著名な先WI.の展示パネルj の作成

II士逸アルバムの収集 ・彼製、募金依頼の郵送1＇（等
110附，，i=~.mの作成（発行消み）

(l) ！~~:i止に学哲l袋をつくります。（2.600J:i円・相L純子等を合む） 平成27iF6月末現夜l100名のご協力で約2ぷ）（）万f.ljfj.Sまりました。
しかし、計耐尖現にはあと1.1007JPJほど必要ですo｜”j窓会u

の管級のさらなるご~llWf ・ご協力を賜りますようお闘い＂＇し .I・.
げます。

定時制の給食熊として利川されている感存食lふ今!of耐
），＇~改修工！J~が行われました。 これを機会にスライディング

ウオールとエアコンを設問し、ザ：1町三fにも多rl(l'-Jホールと
しても使えるようにします。現ti:11・J装工＊＂＇です 。 郵f!I!~以仔仁1出窃2・8・ 00880 - " -183489 
(2) 先~ii.の成し遂げた休業を｛.1：校生にIi；えます。 （400万円） :tl、込先一般111·同法人瑞陵町校Iおl後会~.！.＜金

念式典を手iJJIJ して、 一人芝陪『杉JJj｛千畝物illfJ を.U~i した

り、 ~J.'t－~「杉IJH·iii良一命のピザj を得mr: します。
※Jiij脱会の活動維持のための賛助会費とは列なります。ごiJ：立

に？とさい。

一般財団法人瑞陵高校瑞陵会基金 高額寄付者（敬称略） ご協力ありがとうございます。

6 山崎敏郎 12 jll.j牧配武 18 一ノ瀬将之 20 }Jllih信仰； 24 二本11¥J 政~
7 浅井活；幸 15 相探 .iT：己 18 後藤肢 20 {tr.Witt ?.! 2s 1;r毘 減一郎
8 j•.':i応治巳 16 今枝政審 20 伊藤正利l 20 杉川陽子
9 制l誌在予9J 17 金毘慾二郎 20 大谷忠久 21 柴m 述拘
10 近藤 l』云’1.=: 17 金子美代次 20 小HI 博一 22 I品J;j,; 信l~J
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；訂 llllU /;•)! 

?:i ＂＇ト島日
27 小Ill 仰1E
~ 'J、停ゆか9
27冊.f<P/. 

ri ~·＇~ ・f·鑓
'ti ~；1~ mr. 
27 l~谷川憎ー
幻 ll~$ jiff 

'l7 叩禍弘純
2i ~l；剛 I
'.ri 巴検 f1~ft
2i配！I・ n111X; 
r. 111111 .ll 
27 Ti伝文麿
:?; ，，~i 卯t:
2l! I;:川 m11
:!8 IG明書（・
;al 同合仲即
28 ~，Ut·lll昨代子

2J! fit凶織
'.!a河村氏f
28 杉山まりf・
2S I'；本持瞳
28 I日中 世田．

28中付 :tiill臨
2S l/i.JI ,;.; I・ 
2S ~ft 英章
28 111111 i~ (-
28 f世’ftd.N・ 
29 ;rn ＂白
29 lilll 舟リ1
29 ・J;111行1
29小Ill ゆか”
29神Ill 膏骨f
29九ft 』Ii(
29近轟 ！＇，嗣
29 干草』、郎
29 ＂［~区制九
29島偽縦
JO i'iil』究
~ 1iM 111a 
ll !l直行飢
ll竹内づI
ll武山敬f
ll轟iii怖 ・
~伝·~ ・世
羽 ；宇野 高官

30 付J:t骨・
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瑞陵会報

編集後記ι
シリーズ化しつつある部iiT,－レポートは、今［111はホッケ←

却にお願いしました。ラグビ一日｜；ι関係する部分は、 J当事
者として記m：鮮明です。サラッと：；1：：かれていますが、硬い
ボールが飛んできたり、こちらがフォーメーションに3たっ

込んでいったりして、よく採めました。それで‘も伽｜人的に

-(ii』が忠くなったわけでもなく、気1pf:に快来をお!Ytiいできる

のはl1iJ窓のやl1llHだからです。とはいえ、やはりきちんとお

礼を巾し上げなければなりません。ありがとうございまし

たり

健康と心胞やかなLI々 を、行い諸ttには益々のご発展を祈

念qiしJ二げます。（S.II.) 

端陵会ホームページのご案内
http://www.beklくoame.ne.jp/i/zuiryokai/

これまで編集担当の側人的な鍛がりで執僚を依刺してき

ましたが、 n発的にq.1し込みを峨ければたいへんありがた
く、よろしくお原'fi~ 、しますの ｛jミ配の！”1窓間出Ii· ;tn兄にはご

会事I！はJjiJ陵会のホームページにも掲紋しています。
今まで!lil；送でおJii＼けしていたliiJ窓生で、ホームペー
ジがあれば!Iii；送不裂と思われるんは、編集委日までお
まIIらせくださし、。

shoji.hamajima制gmail.com
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